
0

10

20

30

0 500 1,000 1,500

熱
負
荷
低
減
率
[％
]

各室の最大熱負荷の合計値[kW]

0

20

40

60

80

100

0 200 400

暖
房

機
器

効
率

[％
]

熱出力[kW]

環境地質本部 地質研究所建築研究本部 北方建築総合研究所

省エネに向けた暖冷房機器の能力適正化

背 景

成 果

期待される効果

使用実態を踏まえた機器選定により設備の運転効率が向上し、建築物の省エネに貢献。

公募型研究

共同研究機関：北海道大学

暖冷房機器は能力に余力を持たせて設計される傾向があり、
建築物の更なる省エネ化には、使用実態を踏まえた能力の機器選定が重要。

１ 同時に使用される暖冷房機器の稼働状況（同時使用率）の把握 ２ 省エネ効果の試算

設計する機器の能力を低減

一般的な
設計

同時使用率を見込むことにより、
建物全体の熱負荷を小さく設定できる

温水・冷水で暖冷房を行う事務所の熱負荷を調査

暖冷房機器の例

冷房

暖房

※調査事務所を対象に、暖房時の同時使用率80％で試算

設計する機器の能力を
最大 暖房20％、冷房10％低減できる

20％

10％
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安全率を見込んでも設計時の熱負荷を小さくできる

各室の最大熱負荷
の合計値

実態調査

使用実態

適正な熱負荷
の設定

建物全体の
最大熱負荷

熱負荷30％低減
(同時使用率70％)

低減安全率

暖房時

提案
検討
対象

運転効率の向上・省エネ化

機器の能力を
低減した設計

112.5kL

■重油消費量

一般的な設計

機器の能力を
低減した設計

122.7kL

－
＝

▲10.2kL
(▲８%)

最大差
7％

問い合わせ先：北方建築総合研究所建築研究本部 企画調整部企画課 電話：0166-66-4218
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